
宝塚市水道ビジョン2035 が始まります！
市民のみなさまの生活基盤を支える重要な社会インフラとしての役割を果たすため、

これからの10年間に取り組むべき事業と、その目標を定めます。

～ 老朽化による事故や
地震災害から市民の
くらしを守り、安全な

水道水を安定して届ける ～

安全・強靭

～ 経営基盤を強化し、
効率化・合理化を

推進する ～

安定 経営
～ 広報活動の充実により

市民との協働を推進し、
官民・広域連携を

強化する ～

連携・協働

２０２６年度から２０３５年度までの１０年間に取り組む

☞本編２７ﾍﾟｰｼﾞ

☞本編４２ﾍﾟｰｼﾞ

☞本編４４ﾍﾟｰｼﾞ

☞本編５０ﾍﾟｰｼﾞ

☞本編
２４ﾍﾟｰｼﾞ

☞本編２２ﾍﾟｰｼﾞ

～ 効率的かつ効果的な
水道システムを

再構築する ～

効率・再編

安全で持続可能な

「宝」の水道を未來へ

☞本編３８ﾍﾟｰｼﾞ



宝塚市の水道

宝塚市の水源

宝塚市水道事業の現状と基本課題

地形的な特徴
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10年後 法定耐用年数（40年）超の管路

約65％（約533km）

現在、法定耐用年数（40年）超の管路

約36％（約291km）

耐震管の導入

約14％（約144km）

（km）

（布設年）

全管路延長 約818km

・自然災害や施設の老朽化など水道事業を取り巻く環境の変化を踏まえて、変化に応じて新たに
 取り組むべきことと、今後も変わらず取り組み続けるべきことを改めて整理しました。

・人口減少等による収益の減少が見込まれる一方、施設の更新や耐震化に多くの費用が発生する
ことから、多様な課題に対応するための方針として、「宝塚市水道ビジョン2035」を策定します。

Point !


